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 要　　旨
　ベル研の Atal らが考案したマルチパルス符号化モデルは, 1988 年に欧州での













修正重複探索法(以下，1 次元修正重複探索法) の基本性能を検証し，1 次元修正









として，1 次元修正重複探索法を 2 次元へ拡張した“2 次元修正重複探索法”を提
案する．提案手法の有効性を確認するため，複数の画像に対して計算機シミュレー
ション実験を行い，1 次元修正重複探索法との基本性能を比較した．この実験結果
から，提案手法は従来手法と比べて，同じパルス数で PSNR が最大 2.0[dB]程度向
上していることが確認できた．
